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ブルガリアブルガリアブルガリアブルガリア月報月報月報月報【【【【２０２０２０２０１１１１4444 年 3333 月】 

平成２６年４月 

在ブルガリア日本国大使館 

概観 

【政治・社会政治・社会政治・社会政治・社会】 

・１４日，プレヴネリエフ大統領は，ブルガリアにおける欧州議会選挙を５月２５日に行うことを

発表した。公式な選挙運動は４月２５日に開始する。 

・ウクライナ情勢を受け，天然ガス供給の他，ウクライナに居住するブルガリア系マイノリティの

権利保護に関する懸念が高まった。 

 

【経経経経    済済済済】 

・５日，国家統計局は２０１２年のＧＤＰ成長率（確定値）は前年比０．６％であると発表した。 

・１９日，国家エネルギー・水規制委員会（ＳＥＷＲＣ）は，３つの送電会社が国営電力公社（Ｎ

ＥＫ）に対する未払い金を支払わないため，許認可を剥奪する手続きを開始した，と発表した。 

 

【我が国との関係】【我が国との関係】【我が国との関係】【我が国との関係】    

・２１日，日本とブルガリアの中小企業庁間の覚書がソフィア市で署名された。 

 

この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。 

政治・社会 

１． 内政 

（１）欧州議会選挙に向けた動き 

◆新選挙法◆新選挙法◆新選挙法◆新選挙法の再可決の再可決の再可決の再可決    

�４日，国民議会は，２月２８日に発動された大

統領の拒否権を受けて新選挙法の再審議を行い，

賛成１３８票，反対８０票で拒否権を覆した。与

党「ブルガリアのための連合」（注：ＢＳＰを含む

左派連合），アタッカ所属議員と３名の無所属議員

は賛成し，ＧＥＲＢ所属議員は反対した。棄権し

た議員はいなかった。 

    

◆◆◆◆欧州議会選挙に向けた欧州議会選挙に向けた欧州議会選挙に向けた欧州議会選挙に向けた今後の日程今後の日程今後の日程今後の日程    

�１４日，プレヴネリエフ大統領は，国民議会の

演説で，ブルガリアにおける欧州議会選挙を５月

２５日に行うことを公式に発表した。ブルガリア

からは欧州議会に１７議席を選出することになる。 

�２９日，中央選挙管理委員会は，４月２３日ま

でに選挙に出馬する政党，連合，独立候補者の数

を確定し，発表する予定であると発表した。選挙

運動は４月２５日に開始し，５月２３日まで行わ

れる。選挙日の前日である５月２４日は「熟考の

日」であり，選挙活動は禁止されている。中央選

挙管理委員会は，５月２８日までに投票総数，政

党及び連合の議席配分を発表し，５月３０日まで

に当選した議員の氏名を発表しなければならない。 

 

◆候補者名簿発表の動き◆候補者名簿発表の動き◆候補者名簿発表の動き◆候補者名簿発表の動き    

�１５日，ＢＳＰは「ブルガリアのための連合」

の候補者名簿を確定した。スタニシェフ党首は，

欧州議会議員となるつもりはないと改めて述べ，

自身の氏名が名簿にあるのは選挙の勝利を保証す

るためである，と述べた。候補者名簿の上位者は

以下の通り。 

１位：セルゲイ・スタニシェフ（ＢＳＰ党首，欧

州社会党（ＰＥＳ）党首，国民議会議員） 
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２位：イリヤナ・ヨトヴァ（欧州議会議員） 

３位：ゲオルギ・ピリンスキ（元国民議会議長，

前国民議会副議長） 

４位：ペタル・クルムバシェフ（国民議会議員） 

５位：ドステナ・ラヴェルニュ（社会学者，市民

枠） 

�１６日，Blue Unity は候補者名簿を発表した。

第１位はナデジュダ・ネインスキ氏（元ＵＤＦ党

首，元外相，欧州議会議員）。 

�２２日，ＧＥＲＢは候補者名簿の上位４名を発

表した。 

１位：トミスラフ・ドンチェフ（元ＥＵ資金管理

担当大臣） 

２位：アンドレイ・コバチェフ（欧州議会議員） 

３位：マリア・ネデルチェヴァ（マリヤ・ガブリ

エル）（欧州議会議員） 

４位：ヴラディミル・ウルチェフ（欧州議会議員） 

改革派ブロック 

�２２日，「改革派ブロック」は候補者名簿を発表

した。第１位はメグレナ・クネヴァ氏（元欧州委

員，「市民のブルガリア」党首），第２位はスヴェ

トスラフ・マリノフ氏（ＤＳＢ副党首，欧州議会

議員）。 

�２５日，ＮＦＳＢは候補者名簿を発表した。第

１位はヴァレリー・シメオノフ氏（ＮＦＳＢ党首，

元アタッカ），第２位はスラヴィ・ビネフ氏（「Ｇ

ＯＲＤ」党首，元アタッカ党員，現欧州議員）。 

�３０日，ＡＢＲ（注：ＢＳＰ内の別勢力）は候

補者名簿を発表した。事前の発表通り，第１位は

イヴァイロ・カルフィン氏（元外相，欧州議員）。 

 

◆◆◆◆中央選挙管理委員会委員選出に関する論争中央選挙管理委員会委員選出に関する論争中央選挙管理委員会委員選出に関する論争中央選挙管理委員会委員選出に関する論争    

�２０日，プレヴネリエフ大統領は１５名の中央

選挙管理委員会委員を任命した。同大統領の委員

割当て（ＧＥＲＢ６，ＢＳＰ５，ＭＲＦ１，アタ

ッカ１，Blue Coalition１，ＮＭＳＰ１）に対し，

ＢＳＰは，ＧＥＲＢの割当ては５，ＭＲＦの割当

ては２となるべきであると主張した。また，国民

議会は，委員長にイヴィリナ・アレクシエヴァ氏

（ＢＳＰ候補），１人目の副委員長にマリア・ムス

リエヴァ氏（アタッカ候補），書記にセヴィンチ・

ソラコヴァ氏（ＭＲＦ候補）を選出した。 

�２２日，ＧＥＲＢのボリソフ党首とＭＲＦのメ

スタン党首はカルジャリ市で会談し，委員割当て

問題について議論した。これを受け，２５日，Ｍ

ＲＦは更なる委員ポストを追求しないことを明ら

かにした。 

�２６日，国民議会は，ＧＥＲＢ及びＭＲＦの賛

成により２人目の副委員長としてＧＥＲＢの候補

者であるマルガリータ・ズラタレヴァ氏を選出し

た。ＢＳＰ及びアタッカは投票しなかった。これ

で中央選挙管理委員会の委員全１９名が確定した。 

�同２６日，ＧＥＲＢは中央選挙管理委員会の委

員数の変更に関する選挙法改正法案を提出した。 

 

（２）政党の動き 

◆新連合「統一民主主義」◆新連合「統一民主主義」◆新連合「統一民主主義」◆新連合「統一民主主義」の発足の発足の発足の発足    

�５日，ＮＭＳＰ，統一ブルガリア，社会民主党

その他の政党が新たな連合「統一民主主義」を結

成した。ＮＭＳＰはアントニア・パルヴァノフ党

首，統一ブルガリアはイリアナ・ラエヴァ党首，

社会民主党はトドル・バルボロフ党首が率いてい

る。    

    

◆◆◆◆パルパルパルパルヴァノフ前大統領のＢＳＰ党員資格剥ヴァノフ前大統領のＢＳＰ党員資格剥ヴァノフ前大統領のＢＳＰ党員資格剥ヴァノフ前大統領のＢＳＰ党員資格剥

奪奪奪奪    

�７日，ＢＳＰ全国評議会が開催され，パルヴァ

ノフ前大統領及び同前大統領が立ち上げたＡＢＲ

を支持する８名を党から追放することを決定した。

議決結果は賛成８５，反対３，棄権２だった。党

追放の是非は以前にも議題となっており，２月１

日には同前大統領等を党から追放せず，ＡＢＲ活

動の政治的信頼を落とし党幹部への就任を１年間

停止するという決定を行っていた。１月初め，パ

ルヴァノフ前大統領は，欧州議会選挙に向けてＡ

ＢＲとしてＢＳＰから独立した候補者名簿を発表

すると発表していた。 

    

◆「検閲◆「検閲◆「検閲◆「検閲のないブルガリアのないブルガリアのないブルガリアのないブルガリア」」」」    

�１６日，新興勢力である「検閲のないブルガリ
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ア（ＢＷＣ）」のニコライ・バレコフ党首は，ＶＭ

ＲＯのクラシミル・カラカチャノフ党首，農民同

盟（ＡＰＵ）のルメン・ヨンチェフ党首とともに，

連合協定に署名した。各党の党首３名は，欧州議

会選挙の候補者名簿の上位となる予定である。 

�２２日，「検閲のないブルガリア」は「聖ゲオル

ギの日運動」（ナショナリスト政党）と協力協定を

締結した。 

�２６日，ＢＡＳＴＡ（注：ＧＥＲＢ離党者によ

る新党）の３名（パベル・ディミトロフ，イヴァ

ン・ペトロフ，コンスタンティン・ハジガエフ）

が離党し，「検閲のないブルガリア」に参加するこ

とになった。 

    

（３）その他 

◆◆◆◆ＥＵがブルガリアの難民対処を評価ＥＵがブルガリアの難民対処を評価ＥＵがブルガリアの難民対処を評価ＥＵがブルガリアの難民対処を評価    

�３日，ヨフチェフ内相はブリュッセルで記者団

に対し，欧州庇護支援事務所（ＥＡＳＯ）及び欧

州対外国境管理協力機関（Frontex）が過去数ヶ月

間のブルガリアの難民対処についての尽力を評価

している，と述べた。    

    

◆◆◆◆ブルガリア，ルーマニア，米国の黒海でのブルガリア，ルーマニア，米国の黒海でのブルガリア，ルーマニア，米国の黒海でのブルガリア，ルーマニア，米国の黒海での

海軍演習の実施海軍演習の実施海軍演習の実施海軍演習の実施    

�１３日，国防省は，ルーマニアのコンスタンツ

ァ南東の公海で実施されたブルガリア，ルーマニ

ア，米国の共同海軍演習が１２日に終了した，と

発表した。ブルガリア海軍はドラツキ戦艦，ルーマ

ニアは３つの艦船，米国はミサイル駆逐艦トラクス

タンと共に演習に参加した。軍事演習の主な目的は

ＮＡＴＯ海軍間の作戦互換性を増し，相互理解を改

善することである。米国のトラクスタンは１２日か

ら１４日にかけてヴァルナ港に寄港した。なお，本

海軍演習に関し，１０日，国防省は，本演習は２０

１３年計画の３ヶ国の共同軍事演習の一部であり，

ウクライナ及び黒海北東部の情勢とは関係ない，と

述べている。 

    

◆ノヴォ・セロ◆ノヴォ・セロ◆ノヴォ・セロ◆ノヴォ・セロ軍事軍事軍事軍事基地の準備完了基地の準備完了基地の準備完了基地の準備完了    

�１３日の報道によると，スリヴェン市近くのブ

ルガリア－米国共同基地であるノヴォ・セロ軍事

基地が準備完了となった。同基地は，大規模な訓

練が開始する６月初旬には全稼働する予定である。

米国政府は，同基地に６，１００万米国ドルを投

資した。資金の提供は米国であるが，同基地の所

有権は米国・ブルガリアの共同となる。 

 

２．外政 

（１）ウクライナ情勢に関する動き 

◆ウクライナ情勢に対する政府要人の発言◆ウクライナ情勢に対する政府要人の発言◆ウクライナ情勢に対する政府要人の発言◆ウクライナ情勢に対する政府要人の発言    

�１日，プレヴネリエフ大統領及びブルガリア外

務省は，クリミア情勢を受け，ウクライナの主権

及び領土の一体性への尊重を求める声明を発表し

た。 

�６日，オレシャルスキ首相は臨時ＥＵ首脳会合

後，最大の関心事は天然ガス供給であるが，供給

停止の可能性は低いと分析している，対ロシア制

裁はブルガリアを含むＥＵに良い影響をもたらさ

ないだろう，と述べた。 

�１７日，英国を公式訪問中のプレヴネリエフ大

統領は，１６日のクリミアでの国民投票を非合法

であるとして非難した。 

�同１７日，ヴィゲニン外相はＥＵ外務理事会後，

ブルガリアはウクライナに関してバランスのとれ

た立場を維持する，対ロシア制裁はロシアとＥＵ

双方にとって悪影響をもたらす可能性があるため，

ブルガリアは非常に慎重である，と述べた。 

�２０日，欧州理事会に出席中のオレシャルスキ

首相は，記者団に対し，ブルガリアはＥＵ加盟国

の中でロシアに対する一方的かつ大規模な制裁に

反対し，経済制裁は補償と一体とすべきであると

主張するグループに属している，と述べた。 

�２５日，オレシャルスキ首相は，ソフィア市で

行われたブルガリア－ロシア商工会議所のビジネ

ス・フォーラムで，記者団に対し，ブルガリアは，

ウクライナに関する行動について欧州理事会が行

う可能性のある更なる対ロシア制裁について，拒

否権を行使しない予定である，と述べた。 

�一方，２６日，ＢＳＰは対ロシア制裁に反対す

る旨の声明を発表した。 
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◆ヴィゲニン外相：ウクライナ訪問◆ヴィゲニン外相：ウクライナ訪問◆ヴィゲニン外相：ウクライナ訪問◆ヴィゲニン外相：ウクライナ訪問    

�４日から５日にかけて，ヴィゲニン外相はウク

ライナを実務訪問した。同外相はトゥルチノフ大

統領代行と会談し，ウクライナの主権，領土の一

体性及び独立への支持を誓い，２１世紀において

紛争は軍事行動によっては解決できない，と述べ

た。また，同外相はデシツィア外相とも会談し，

クリミア情勢解決のための国際的協力の調整及び

ウクライナにおけるブルガリア系マイノリティ

（注：ウクライナには黒海沿岸を中心に約２０～

３０万人のブルガリア系移民のコミュニティがあ

る）の権利について議論した。同外相は，グロイ

スマン副首相，クリチコＵＤＡＲ党首，タラシュ

ク・クリミア特使とも協議した。 

�５日，同外相は，自身のウクライナの訪問は，

同国での出来事及び同国のブルガリア人コミュニ

ティへの影響に対するブルガリアの注目及び懸念

の表れである，と述べた。オレシャルスキ首相は，

与党ＢＳＰ及びＭＲＦの議会会派からの批判を受

け，同外相のウクライナ訪問を指示したのは自分

である，ブルガリア政府が国外最大のブルガリア

人コミュニティの一つに関心を払うことは全く理

に適ったことである，と述べた。 

    

◆国家安◆国家安◆国家安◆国家安全保障評議会全保障評議会全保障評議会全保障評議会 

�２４日，プレヴネリエフ大統領は国家安全保障

評議会（ＣＣＮＳ）を招集した。同評議会ではウ

クライナ危機及びブルガリアへのリスクについて

のポジションペーパーが採択された。同ペーパー

の概要は以下のとおり。「ブルガリアはウクライナ

の主権，統一及び領土一体性を支持する。３月１

６日のクリミア自治共和国で行われた国民投票は，

国際法及びウクライナ憲法の違反であり，ブルガ

リアはその結果を認めない。国家安全保障評議会

は，危機に関与する全関係者に対し，あらゆる挑

発と国際法の違反をやめることを求める。国家安

全保障評議会は，ウクライナ政府が，３０万人強

のブルガリア系コミュニティのような，異なる民

族及び宗教的少数派に属する人々を含む，全ての

市民の権利及び自由を守るべきであると主張する。

ロシア－ウクライナ関係の危機は，再度，国家の

経済・エネルギー安全保障を試練にさらしている。

国家安全保障評議会は，可能な限り最短期間で，

天然ガス供給の多角化，近隣諸国との内部連結機

の建設の加速化，黒海棚の天然ガス貯蔵の増強を

行うことが他に代替のない国家的優先事項である

と信じている。」本ペーパーはアタッカ以外の支持

を得て採択された。 

 

（２）その他 

◆オレシャルスキ首相：臨時ＥＵ首脳会合出◆オレシャルスキ首相：臨時ＥＵ首脳会合出◆オレシャルスキ首相：臨時ＥＵ首脳会合出◆オレシャルスキ首相：臨時ＥＵ首脳会合出

席席席席    

�６日，オレシャルスキ首相は，ブリュッセルで

行われたウクライナ情勢に関する臨時ＥＵ首脳会

合に出席した。 

    

◆◆◆◆ヴィゲニン外相：リビア支援閣僚会議出席ヴィゲニン外相：リビア支援閣僚会議出席ヴィゲニン外相：リビア支援閣僚会議出席ヴィゲニン外相：リビア支援閣僚会議出席    

�６日，ヴィゲニン外相は，ローマで行われたリ

ビア支援に関する閣僚会議において，ブルガリア

はリビアの民主化過程を継続的に支援する，平和

と安定の達成のためには建設的な政治対話以外の

方法はない，と述べた。また，同外相は，米国の

ケリー国務長官と会談し，ブルガリアでのリビア

兵士の訓練についての準備等について議論した。 

    

◆◆◆◆ルルルルーマニア，セルビアとの三国首相会談ーマニア，セルビアとの三国首相会談ーマニア，セルビアとの三国首相会談ーマニア，セルビアとの三国首相会談    

�７日，オレシャルスキ首相，ルーマニアのポン

タ首相，セルビアのダチッチ首相は，ブルガリア

のルセ市において三国首相会談を行った。会談の

目的は，相互関心事項について議論し，セルビア

のＥＵ加盟交渉の成功及び速やかなＥＵ加盟を支

持することである。オレシャルスキ首相は，ブル

ガリア及びルーマニアは，セルビアを含む全西バ

ルカン諸国がＥＵにできるだけ早く加盟すること

に関心を有している，と述べた。三者は，ＥＵの

ドナウ河地域戦略に向けた共同プロジェクトの機

会について模索した他，ウクライナ危機及びその

地域的影響についても議論した。また，三者は，

三国間の協力のためのガイドライン及び三国間の
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より緊密な関係に向けて強固な枠組みを設定する

宣言を採択した。 

 

◆ヴィゲニン外相：ドイツ訪問◆ヴィゲニン外相：ドイツ訪問◆ヴィゲニン外相：ドイツ訪問◆ヴィゲニン外相：ドイツ訪問    

�１０日，ヴィゲニン外相は，ドイツのシュタイ

ンマイヤー外相の招待により同国を訪問した。両

外相は，二国間関係及び欧州・国際情勢について

議論した。 

    

◆プレヴネリエフ大統領：カタール訪問◆プレヴネリエフ大統領：カタール訪問◆プレヴネリエフ大統領：カタール訪問◆プレヴネリエフ大統領：カタール訪問    

�１０日から１２日にかけて，プレヴネリエフ大

統領は，カタールを訪問した。１１日，同大統領

はタミーム・ビン・ハマド・アール・サーニ首長

と会談し，ソフィアとドーハの姉妹都市協定，両

国外務省の外交研究所間の相互協力のための覚書

等に署名した。また，同大統領は，カタール財団

を訪問し，同財団のモーザ・ビント・ナセル・ア

ール・ミスネド総裁と会談した。 

�同１１日，同大統領は，記者会見において，カ

タールのブルガリアへの投資が期待される農業及

び食品生産，エネルギー，貿易の３分野について

説明した。また，同大統領は，カタール商工会議

所の会合において，ブルガリアはできるだけ早く

天然ガス供給を多角化したいと考えており，天然

ガスをカタールから購入する希望がある，と述べ

た。  

 

◆ヴィゲニン外相：モロッコ訪問◆ヴィゲニン外相：モロッコ訪問◆ヴィゲニン外相：モロッコ訪問◆ヴィゲニン外相：モロッコ訪問    

�１３日，ヴィゲニン外相は，モロッコを訪問し

た。これは同国への２００５年以来のハイレベル

訪問であり，同外相の初の北アフリカ諸国訪問で

ある。同外相は，アブドゥリラ・ベンキラン首相，

サラフッディン・メズアール外相等と会談した。

また，同外相は，外交アカデミーで南東欧諸国の

ＥＵ統合におけるブルガリアの役割について講演

し，ブルガリアはモロッコ－ＥＵ間の活発な対話

を支援する，と述べた。 

 

◆ヴィゲニン外相：ＥＵ外務理事会出席◆ヴィゲニン外相：ＥＵ外務理事会出席◆ヴィゲニン外相：ＥＵ外務理事会出席◆ヴィゲニン外相：ＥＵ外務理事会出席    

�１７日，ヴィゲニン外相は，ブリュッセルで行

われたＥＵ外務理事会に出席した。    

    

◆プレヴネリエフ大統領：英国訪問◆プレヴネリエフ大統領：英国訪問◆プレヴネリエフ大統領：英国訪問◆プレヴネリエフ大統領：英国訪問    

�１７日から１９日にかけて，プレヴネリエフ大

統領は，英国を公式訪問した。同大統領は，エリ

ザベス女王，エドワード王子，ベルコー下院議長，

チャクラバルティ欧州復興開発銀行総裁，クレッ

グ副首相，ヘーグ外相等と面会した。 

    

◆オレシャルスキ首相：欧州理事会出席◆オレシャルスキ首相：欧州理事会出席◆オレシャルスキ首相：欧州理事会出席◆オレシャルスキ首相：欧州理事会出席    

�２０日，オレシャルスキ首相は，ブリュッセル

で行われた欧州理事会に出席した。本理事会では

ウクライナ情勢についての議論が行われた。 

 

◆プレヴネリエフ大統領：オーストリア訪問◆プレヴネリエフ大統領：オーストリア訪問◆プレヴネリエフ大統領：オーストリア訪問◆プレヴネリエフ大統領：オーストリア訪問    

�２０日から２１日にかけて，プレヴネリエフ大

統領は，オーストリアを実務訪問した。同大統領

は，フィッシャー連邦大統領，クルツ外相，プロ

エル・ニーダーエスターライヒ連邦州知事と会談

した。 

 

◆マルムストロム欧州委員：ブルガリア訪問◆マルムストロム欧州委員：ブルガリア訪問◆マルムストロム欧州委員：ブルガリア訪問◆マルムストロム欧州委員：ブルガリア訪問    

�２４日，マルムストロム内務担当欧州委員がヨ

フチェフ内相の招待によりブルガリアを訪問し，

同内相の他，オレシャルスキ首相，プレヴネリエ

フ大統領と会談した。また，同欧州委員は，ソフ

ィア市のボエナ・ランパ地区の難民施設を訪問し，

施設の生活環境は改善している，と述べた。    

    

◆◆◆◆リーベルマン・イスラエル外相：ブリーベルマン・イスラエル外相：ブリーベルマン・イスラエル外相：ブリーベルマン・イスラエル外相：ブルガリルガリルガリルガリ

ア訪問ア訪問ア訪問ア訪問    

�２７日，リーベルマン・イスラエル副首相兼外

相はヨフチェフ副首相兼内相の招待によりブルガ

リアを訪問し，同内相の他，オレシャルスキ首相，

プレヴネリエフ大統領，ヴィゲニン外相と会談し

た。オレシャルスキ首相は，会談において，イス

ラエルの投資はハイテク，農業，産業分野でもっ

と促進できると述べた。プレヴネリエフ大統領は，

会談において，両国は情報通信技術，医療，バイ

オテクノロジー，食糧生産，エネルギー多角化，
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治安分野において更なる協力が可能であると述べ

た。リーベルマン外相は，ヨフチェフ副首相兼内

相との会談において，２０１２年のブルガス空港

におけるテロ攻撃事件の捜査にあたり引き続き協

力する用意があると述べた。 

 

◆◆◆◆ヌーランド米国国務長官補ヌーランド米国国務長官補ヌーランド米国国務長官補ヌーランド米国国務長官補：ブルガリア訪：ブルガリア訪：ブルガリア訪：ブルガリア訪

問問問問    

�３１日，米国のヴィクトリア・ヌーランド国務

長官補がブルガリアを訪問し，プレヴネリエフ大

統領，オレシャルスキ首相，ヴィゲニン外相と会

談した。プレヴネリエフ大統領との会談では，Ｎ

ＡＴＯ加盟以来１０年，ブルガリアは同機構内で

信頼できるパートナーとなったことで両者の意見

が一致した。また，オレシャルスキ首相は，第三

段階の対ロシア制裁が課されないことを希望する，

対ロシア制裁はブルガリアを含むＥＵ加盟国に悪

影響をもたらすだろう，と述べた。 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

経 済 

１．マクロ経済 

◆◆◆◆２０１２年のＧＤＰ成長率２０１２年のＧＤＰ成長率２０１２年のＧＤＰ成長率２０１２年のＧＤＰ成長率（確定（確定（確定（確定値）値）値）値）は前は前は前は前

年比０．６％年比０．６％年比０．６％年比０．６％    

�５日，国家統計局は２０１２年のＧＤＰ確定値

を発表した。２０１２年の名目ＧＤＰは７８１億

レヴァ（３９９億ユーロ），一人あたりＧＤＰは１

０，６８９レヴァ（５，４６５ユーロ）となった。

また，２０１２年の実質ＧＤＰ（２００５年価格）

成長率は前年比０．６％となった。 

 

◆◆◆◆２０１３年第４四半期のＧＤＰ成長率は前２０１３年第４四半期のＧＤＰ成長率は前２０１３年第４四半期のＧＤＰ成長率は前２０１３年第４四半期のＧＤＰ成長率は前

年同期比１．２％年同期比１．２％年同期比１．２％年同期比１．２％    

�５日発表の国家統計局の暫定データによると，

２０１３年の第４四半期の名目ＧＤＰは２１５億

レヴァ（１１０億ユーロ），同四半期のＧＤＰ成長

率は前四半期比０．３％，前年同期比１．２％と

なった。 

 

◆２０１３年の対ＥＵ輸出は前年同月比９％◆２０１３年の対ＥＵ輸出は前年同月比９％◆２０１３年の対ＥＵ輸出は前年同月比９％◆２０１３年の対ＥＵ輸出は前年同月比９％

増加増加増加増加    

�１１日発表の国家統計局の統計によると，２０

１３年の対ＥＵ輸出は２６１億レヴァとなり，前

年同月比９．１％の増加となった。ＥＵ内の主な

輸出先はドイツ，イタリア，ルーマニア，ギリシ

ャ等である。一方，対ＥＵ輸入も３０２億レヴァ

となり３．１％の増加となった。ＥＵ内の主な輸

入先はドイツ，イタリア，ルーマニア，ギリシャ

等である。なお，２０１３年の対ＥＵ貿易収支は

４０．３億レヴァの赤字となった（２０１２年は

５３．３億レヴァの赤字）。また，２０１３年の対

非ＥＵ貿易収支は３０億レヴァの赤字となった。

これは，主に対独立国家共同体（ＣＩＳ）諸国貿

易の赤字による。    

    

◆◆◆◆１月の輸出は１月の輸出は１月の輸出は１月の輸出は前年同月比前年同月比前年同月比前年同月比１１％減少１１％減少１１％減少１１％減少    

�１２日発表の国家統計局の統計によると，１月

の輸出は３１億レヴァとなり，前年同月比１１％

の減少となった。一方，１月の輸入は３９億レヴ

ァとなり，前年同月比５．６％の増加となった。 

なお，１月の非ＥＵ諸国への輸出は１１億レヴァ

であり前年同月比２２％の減少となった。非ＥＵ

の主な輸出先はトルコ，中国，アラブ首長国連邦，

シンガポール，ロシア，マケドニアであり，対非

ＥＵ諸国輸出の５６％を占める。 

 

◆２月は前月比０．４％のデフレ◆２月は前月比０．４％のデフレ◆２月は前月比０．４％のデフレ◆２月は前月比０．４％のデフレ    

�１３日発表の国家統計局の統計によると，２月

は前月比０．４％，前年同月比２．６％のデフレ

を記録した。これは７ヶ月連続のデフレとなる。

なお，食品価格は０．２％増加し，光熱費は０．

１％減少した。 

 

◆１月の外国直接投資は５，８００万ユーロ◆１月の外国直接投資は５，８００万ユーロ◆１月の外国直接投資は５，８００万ユーロ◆１月の外国直接投資は５，８００万ユーロ    
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�１７日発表のブルガリア国立銀行の統計による

と，１月の外国直接投資（ＦＤＩ）は５，８００

万ユーロとなり，前年同期比で１８％の減少とな

った。１月の最大の投資流入先は英領ヴァージン

諸島（１，９８０万ユーロ）であり，次いでオラ

ンダ（１，８４０万ユーロ）となった。また，最

大の投資流出先はフランス（－９５０万ユーロ）

となった。専門家は，英領ヴァージン諸島はオフ

ショアであるため同島からの資金が長期投資であ

るかは疑わしいと指摘している。 

�なお，２０１３年のＦＤＩは１２．３億ユーロ，

２０１２年は１４．８億ユーロである。欧州経済

危機前の２００８年には６５．５億ユーロだった。 

 

◆◆◆◆２月末の２月末の２月末の２月末の財政準備金は６１財政準備金は６１財政準備金は６１財政準備金は６１億レヴァ億レヴァ億レヴァ億レヴァ    

�３１日，財務省は，２月末時点の財政準備金は

６１億レヴァとなったと発表した。この中には，

法改正により財政準備金に算入できることになっ

たＥＵファンドの未受領分１９億レヴァが含まれ

る。 

�また，２月末時点の財政赤字は６．９億レヴァ

となった。これは前年同期比４，３００万レヴァ

の減少である。１月及び２月の歳入は４２億レヴ

ァであり，前年同期比３．７億レヴァ（９．８％）

の増加となった。 

 

２．経済政策，産業 

（１）電力業界の動き 

◆◆◆◆太陽光・風力発電業者に対する太陽光・風力発電業者に対する太陽光・風力発電業者に対する太陽光・風力発電業者に対する新たな接続新たな接続新たな接続新たな接続

料課金制度の導入料課金制度の導入料課金制度の導入料課金制度の導入    

�１３日，国家エネルギー・水規制委員会（ＳＥ

ＷＲＣ）は，太陽光・風力発電業者のみに対し電

力システムオペレーター（ＥＳＯ）及び送電ネッ

トワークへの接続料としてＭＷｈ当たり２．４５

レヴァ（税抜き）を課す制度の導入を決定した。

本接続料は，過去の類似の接続料（現在は廃止）

が開始された２０１２年９月に遡及して適用され，

発電業者には今回の新たな接続料との差額が返金

されることとなった（但し，裁判において勝訴し

た企業については遡及適用はない）。 

    

◆◆◆◆送電会社の許送電会社の許送電会社の許送電会社の許認可剥奪問題を巡る動き認可剥奪問題を巡る動き認可剥奪問題を巡る動き認可剥奪問題を巡る動き    

�１６日，ストイネフ経済・エネルギー相は，３

つの送電会社（ＣＥＺ，ＥＶＮ，エネルゴ・プロ）

に対し，１８日までに国営電力公社（ＮＥＫ）へ

の未払い額３．１８億レヴァを支払うよう最後通

牒を出し，支払いがなければ，政府が送電会社を

保有し，許認可剥奪の手続きを開始する，と述べ

た。ＮＥＫは，１４日，送電会社の未払い金が３．

１８億レヴァにのぼっており，同社の財政的安定

に影響を与えている，と発表していた。 

�１８日，３つの送電会社のうち２社（ＥＶＮ，

ＣＥＺ）は，ＮＥＫへの未払い金の支払いを開始

した，と発表したが，ＮＥＫは，これらは未払い

額の一部にすぎないとした。 

�同１８日，国家エネルギー・水規制委員会（Ｓ

ＥＷＲＣ）のボエフ委員長は，記者団に対し，「Ｅ

ＶＮ及びエネルゴ・プロに対し，それぞれ最大１

００万レヴァの罰金を課した。ＣＥＺに対しても

同様の罰金を課す予定である。今後，ＳＥＷＲＣ

は送電会社の許認可剥奪に向けて動く予定であ

る」と述べた。 

�１９日，ＳＥＷＲＣは，３つの送電会社の許認

可を剥奪する手続きを開始した，と発表した。エ

ネルギー法の規定によると，送電会社が義務を果

たさない場合には，ＳＥＷＲＣは許認可を剥奪す

ることができるが，ＳＥＷＲＣは，送電会社に対

し，未払い金支払いのため７日間の猶予期間を与

えた。 

�猶予期限の２６日，ＮＥＫは未払い金について

は未受領とした。これを受け，４月７日のＳＥＷ

ＲＣ公開会合で本問題が議論される予定となった。 

 

◆◆◆◆電力料金引き上げ電力料金引き上げ電力料金引き上げ電力料金引き上げ要請要請要請要請に関する動きに関する動きに関する動きに関する動き    

�３１日，送電会社のＥＶＮは，国家エネルギー・

水規制委員会（ＳＥＷＲＣ）に対し，７月１日か

らの家庭用及び企業用電力料金の平均７．９％の

引き上げを要請した（送電会社のＳＥＷＲＣに対

する電力料金引き上げ要請の締め切りは３１日）。

なお，他の送電会社であるＣＥＺ及びエネルゴ・



 ８

プロは，ＳＥＷＲＣに提出した引き上げ要請率を

明らかにしていない。 

 

（２）非ＥＵ諸国との関係 

◆◆◆◆ブルガリアブルガリアブルガリアブルガリア・・・・中国中国中国中国ビジネスフォーラムの開ビジネスフォーラムの開ビジネスフォーラムの開ビジネスフォーラムの開

催催催催    

�２４日，ブルガリア－中国間のビジネスフォー

ラムがプロヴディフ市で開催された。同フォーラ

ムには約１００の企業が参加した。同フォーラム

の開始早々，９つのブルガリアの企業が中国の企

業と契約した。取引の多くは医療器具生産，有機

栽培，農業の分野に集中しているが，中国企業は

ハイテク部門での協力も提案している。 

 

（３）エネルギー関連 

◆天然ガス供◆天然ガス供◆天然ガス供◆天然ガス供給に関する問題給に関する問題給に関する問題給に関する問題    

�５日，オレシャルスキ首相は，国民議会におい

て，天然ガスはチレン村（ブルガリア北西部）の

天然ガス貯蔵施設に先週以降貯蔵されており，仮

に天然ガス供給が減少した場合でも，貯蔵により

１ヶ月から１ヶ月半程度はもつだろう，また，天

然ガス供給が停止すると考えられるような深刻な

事情は現時点ではない，と述べた。 

    

◆チレン◆チレン◆チレン◆チレンのののの天然ガス貯蔵施設天然ガス貯蔵施設天然ガス貯蔵施設天然ガス貯蔵施設    

�１３日の報道によると，ブルガルガスはチレン

にある天然ガス貯蔵施設からのガス供給を停止し，

ウクライナ情勢に起因する天然ガス危機が発生し

た場合を考慮して貯蔵を開始した（通常，貯蔵を

開始するのは５月）。同施設には現時点で１９２百

万立米の天然ガスが貯蔵されており，２２日まで

に貯蔵量は２０２百万立米に達する予定である。

これは，４５～５０日間の天然ガス供給をまかな

える量である。 

    

◆◆◆◆４月からの４月からの４月からの４月からの天然ガス天然ガス天然ガス天然ガス供給供給供給供給価格の２．７３価格の２．７３価格の２．７３価格の２．７３％％％％

引き下げ引き下げ引き下げ引き下げ    

�２６日，国家エネルギー・水規制委員会（ＳＥ

ＷＲＣ）は，４月１日からのブルガルガスの天然

ガス供給価格を２．７３％（税抜き）引き下げる

ことを決定した。同委員会は当初４．５６％の引

き下げを予定していたが，ブルガルガスの要請を

受け入れ，２．７３％の引き下げとなった。天然

ガス供給価格の低下にかかわらず，物品税の増加

により，４月からの暖房・温水料金に変化はない

見通しである。 

 

 

 

    

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

我が国との関係

◆◆◆◆日本・ブルガリア日本・ブルガリア日本・ブルガリア日本・ブルガリア中小企中小企中小企中小企業庁間覚書の署業庁間覚書の署業庁間覚書の署業庁間覚書の署

名名名名    

�２１日，日本とブルガリアの中小企業庁間の

覚書がソフィア市で署名された。ストイネフ経

済・エネルギー相は，同覚書の署名後，ブルガ

リアの中小企業数は３７万社余りであり，被雇

用者は１５０万人である，本覚書の署名は，両

国の中小企業間の関係強化につながることが

期待され，非常に喜ばしい，と述べた。
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ブルガリア内政・外交の動き(３月) 

  在ブルガリア大使館 

 

１（土）  

２（日）  

３（月）  

４（火） ●新選挙法の再可決 

☆ヴィゲニン外相：ウクライナ訪問（～５日） 

５（水）  

６（木） ☆オレシャルスキ首相：臨時ＥＵ首脳会合出席 

☆ヴィゲニン外相：リビア支援閣僚会議出席 

７（金） ●パルヴァノフ前大統領のＢＳＰ党員資格剥奪 

★オレシャルスキ首相，ポンタ・ルーマニア首相，ダチッチ・セルビア首相の三国首相会談

（於：ルセ） 

８（土）  

９（日）  

10（月） ☆ヴィゲニン外相：ドイツ訪問 

☆プレヴネリエフ大統領：カタール訪問（～１２日） 

11（火）  

12（水）  

13（木） ☆ヴィゲニン外相：モロッコ訪問 

14（金） ●プレヴネリエフ大統領が欧州議会選挙を５月２５日に実施することを発表 

15（土） ●ＢＳＰが欧州議会選挙の候補者名簿を発表 

16（日） ●「検閲のないブルガリア」，ＶＭＲＯ，ＡＰＵが連合協定に署名 

17（月） ☆ヴィゲニン外相：ＥＵ外務理事会出席 

☆プレヴネリエフ大統領：英国訪問（～１９日） 

18（火）  

19（水）  

20（木） ☆オレシャルスキ首相：欧州理事会出席 

☆プレヴネリエフ大統領：オーストリア訪問（～２１日） 

21（金） ★日本・ブルガリア中小企業庁間覚書署名 

22（土）  

23（日）  

24（月） ●国家安全保障評議会の開催 

25（火）  

26（水） ●中央選挙管理委員会の全１９名が確定 

27（木） ★リーベルマン・イスラエル外相：ブルガリア訪問 

28（金）  

29（土）  

30（日）  

31（月） ★ヌーランド米国国務長官補：ブルガリア訪問 
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ブルガリア経済指標ブルガリア経済指標ブルガリア経済指標ブルガリア経済指標の推移の推移の推移の推移 （出典：国家統計局，中央銀行） 
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ブルガリア主要経済指標ブルガリア主要経済指標ブルガリア主要経済指標ブルガリア主要経済指標    （出典：中央銀行） 

 

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2013Q1 Q2 Q3 Q4

GDP成長率 (％) 6.2 -5.5 0.4 1.8 0.6 0.9 0.9 -0.1 1.1 1.6

GDP per Capita (BGN) 9,090 9,007 9,359 10,249 10,620 10,743 - - - -

＜財政収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2013Q1 Q2 Q3

財政収支 （million BGN) 1,156.7 -2,960.6 -2,197.9 -1,491.6 -592.4 - 391.9 -35.2 -77.1

財政収支GDP比 (％ of GDP) 1.7 -4.3 -3.1 -2.0 -0.8 - 0.5 0.0 -0.1

<失業者数及び失業率＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan  Feb

失業者数 （千人） 232 338 342 342 376 386 401 401

失業率 （％） 6.3 9.1 9.2 10.4 11.4 11.8 12.2 12.2

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan Feb

消費者物価上昇率 （％） 7.8 0.6 4.5 2.8 4.2 -1.6 -0.2 -0.4

月額平均賃金 (BGN) 545      609      648      686 731 808 - -

＜対外債務＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan

政府部門対外債務 (million EURO) 3,935.9 4,208.3 4,326.9 4,205.0 4,578.9 4,062.4 4,089.3

民間部門対外債務 (million EURO) 33,310.6 33,608.2 32,699.4 32,089.8 33,201.2 33,276.5 33,179.3

＜対内直接投資と貿易収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan

対内直接投資 (million EURO) 6,727.8 2,436.9 1,151.2 1,330.2 1,070.3 1,092.4 58.3

貿易収支（FOB） (million EURO) -8,597.7 -4,173.9 -2,763.7 -2,156.1 -3,460.3 -2,353.3 -324.1

輸出（FOB） (million EURO) 15,204.0 11,699.2 15,561.2 20,264.3 20,770.2 22,228.2 1,583.7

輸入（FOB） (million EURO) 23,801.7 15,873.1 18,324.8 22,420.4 24,230.4 24,581.5 1,907.8

 


